
いきいきわかさっ子サポート事業がスタート！
因州若桜さくら祭り
ふるさと応援事業寄附及び活用状況
平成26年度自治会役員の皆さん　
移住・定住施策の取り組みを推進します
若桜町役場職員人事異動
新任職員を紹介します
無料・匿名でエイズ検査をしています
若桜町体育協会表彰
春の農作業安全月間を実施中
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　桜が満開の下、今年も因州若桜さくら祭りが開催
されました。当日は約3,000人の来場者にお越しいた
だき、キャラクターショーや歌謡ショー、ミニ列車
の乗車体験などの楽しい催し物で賑わいました。

関連記事３ページに掲載♪
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平成26年5月号
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因州若桜さくら祭り
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わ
か
さ
こ
ど
も
園
の
保
育
料
無
料

化
へ
の
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト
と
、
子

育
て
王
国
と
っ
と
り
の
新
た
な
一
歩

を
お
祝
い
し
、
４
月
４
日
（
金
）
に

わ
か
さ
こ
ど
も
園
入
園
式
の
後
、
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事

が
来
町
さ
れ
、
若
桜
町
と
鳥
取
県
が

と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
子
育
て
家
庭

を
応
援
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

知
事
・
町
長
そ
れ
ぞ
れ
が
宣
言
書
に

署
名
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
取

県
の
ア
ー
ト
リ
ピ
ー
、
若
桜
町
の
桜

子
ち
ゃ
ん
な
ど
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
登

場
し
、
知
事
や
町
長
と
と
も
に
園
児

に
せ
ん
べ
い
を
配
る
な
ど
、
セ
レ
モ

ニ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
に
は
、
知
事

を
交
え
、
町
長
や
こ
ど
も
園
保
護
者

な
ど
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。
保
護
者
か
ら
は
、
普
段
は
な
か

な
か
伝
え
ら
れ
な
い
現
役
子
育
て
家

庭
な
ら
で
は
の
思
い
や
意
見
を
知
事

や
町
長
に
投
げ
か
け
て
お
り
、
様
々

な
意
見
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
、
予

定
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
を
一
部
省
略

し
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
は
笑
顔
で
セ
レ
モ
ニ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

せんべいをもらって大はしゃぎの園児たち 宣言書に署名し握手をする平井伸治
鳥取県知事（左）、小林昌司町長（右）

様々な提案が出された意見交換会わかさこども園入園式

い
き
い
き
わ
か
さ
っ
子

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
事
業

（
保
育
料
無
料
化
事
業
）が
ス
タ
ー
ト
！

鳥
取
県
も
共
同
事
業
と
し
て
応
援

平成26年５月 2

多くの来場者で賑わう特設ステージ前

事　業　名 内　容 数　量 交付対象経費 充当額

小型除雪機整備事業 小型除雪機を新若葉団地
に整備しました。 1台 1,312,500円 1,000,000円

保健センター業務用車両 保健センター訪問事業用の車を購入しました。 1台 1,165,655円 1,000,000円

消防団員活動報酬事業 平成25年6月～翌年3月分
の消防団員報酬です。 60人分 2,051,666円 2,000,000円

情報連絡用戸別受信機
整備事業

防災行政無線用の戸別受
信機を購入しました。 12台 415,800円 400,000円

合　計 4,400,000円

平成25年度電源立地地域対策交付金の活用状況を報告

　「電源立地地域対策交付金」は、発電所や発電用ダムなどの発電用施設が所在する自治体に対して国か
ら交付されるもので、公共用施設整備、福祉、教育や地域活性化事業など幅広い分野を対象としています。

H25年度　電源立地地域対策交付金事業

※交付金の上限額は 4,400,000 円です

　

４
月
13
日（
日
）に
、
若
桜
駅

前
広
場
と
若
桜
駅
構
内
で「
因

州
若
桜
さ
く
ら
祭
り
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
穏
や
か
な
天
候
と
満

開
の
桜
の
も
と
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ

ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」や「
郷
土
芸
能

発
表
」、
駅
前
広
場
で
は
地
元

の
グ
ル
メ
や
特
産
品
が
販
売
さ

れ
、
鹿
肉
料
理
の
試
食
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駅
構
内
が
無
料
開
放

さ
れ
、
Ｓ
Ｌ
ト
ロ
ッ
コ
車
両
や

ミ
ニ
列
車
の
乗
車
体
験
な
ど
が

行
わ
れ
、
例
年
を
上
回
る
多
く

の
家
族
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

因
州
若
桜
さ
く
ら
祭
り
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　平成20年４月に ｢若桜町ふるさと応援寄附条例｣ を制定して以来、多くの皆さまの
ご寄附をいただいております。お寄せいただいた寄附金は、魅力あるまちづくりのた
めの財源として活用させていただいています。
　今後とも、ふるさと納税制度をご活用いただき、ふるさと若桜町を応援していただ
きますようお願いいたします。

■寄附合計額　【平成25年度　8,585,000円】 

■ご寄附をいただいた方（647名）�※同意いただいた方のみ氏名及び住所を公表しております。（申込順）

ご寄附いただいた皆さまに
厚く御礼申し上げます

【上記の方以外にもたくさんの方からご寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。】	

■活用状況      

　皆さまからいただいたご寄附は、若桜町ふるさと応援基金に積み立て、翌年度以降にご指定いただい
た事業に活用させていただきます。	 	 	 	
　平成25年度は下記の事業に活用させていただきました。	 	 	

～若桜町ふるさと応援事業寄附及び活用状況～

氏　　名 住　　　　所 入金額
水上百合子　様 奈良県北葛城郡 10,000 
株式会社エレガント・マナースクール
平林　　都　様 兵庫県神戸市 100,000 

東　　作興　様 東京都品川区 10,000 
梅村　明美　様 岐阜県各務原市 10,000 
栗原　良知　様 大阪府箕面市 10,000 
岡本　壮太　様 千葉県船橋市 10,000 
河江　大輔　様 東京都荒川区 10,000 
濱田　　実　様 三重県松阪市 10,000 
山本康次郎　様 埼玉県さいたま市 10,000 
八木美知子　様 神奈川県相模原市 10,000 
金子　恒治　様 熊本県天草市 10,000 
荒井　　修　様 埼玉県川越市 10,000 
木島　達彦　様 東京都港区 600,000 
木島　直彦　様 東京都世田谷区 100,000 
高野　　剛　様 茨城県日立市 10,000 
岩田　人美　様 東京都江東区 10,000 
原島　義夫　様 東京都練馬区 10,000 
小城　左治　様 福岡県久留米市 10,000 
佐原　康仁　様 神奈川県藤沢市 10,000 
笠井　俊宏　様 京都府京都市 10,000 
川戸　正己　様 神奈川県横浜市 30,000 
田坂　洋介　様 神奈川県川崎市 10,000 
阿部　泰士　様 東京都品川区 10,000 
湯澤　勝信　様 東京都中央区 10,000 

氏　　名 住　　　　所 入金額
小川　隆平　様 大阪府大阪市 10,000 
木村　俊治　様 兵庫県西宮市 500,000 
牧野　郁雄　様 東京都杉並区 10,000 
朝井　　廉　様 和歌山県和歌山市 10,000 
本田　貴宏　様 東京都荒川区 10,000 
西田　英史　様 熊本県熊本市 10,000 
程　　修司　様 大阪府枚方市 10,000 
森岡　達雄　様 神奈川県横浜市 100,000 
鷲尾　尊規　様 東京都港区 10,000 
松枝　正剛　様 岡山県岡山市 10,000 
小林　正信　様 東京都杉並区 10,000 
中谷　寛昭　様 大阪府泉大津市 10,000 
羽村千枝子　様 東京都羽村市 10,000 
藤原　一峰　様 大阪府豊中市 10,000 
鈴木　洋輔　様 埼玉県川口市 10,000 
須藤　一郎　様 東京都新宿区 10,000 
清水　伸二　様 埼玉県さいたま市 10,000 
天方　時和　様 京都府長岡京市 10,000 
寺田　直子　様 東京都板橋区 10,000 
山田　泰志　様 神奈川県横浜市 10,000 
堀江　紀宏　様 東京都世田谷区 10,000 
島田　順一　様 京都府京都市 10,000 
島田　洋子　様 京都府京都市 10,000 
村松　弘章　様 神奈川県川崎市 10,000 
仲藤　和弘　様 東京都江東区 10,000 

寄附者に選択いただいた寄附金の使途 口　数 寄附金額（円）

①豊かな自然環境の保全及び活用に関する事業 312 1,560,000 

②まち並みの美化、景観形成などに係る事業 45 225,000 

③特色あるまちづくりに関する事業 84 420,000 

④指定しない 1,276 6,380,000 

合　計 1,717 8,585,000 

氏　　名 住　　　　所 入金額
佐藤　直昭　様 神奈川県横浜市 10,000 
若原　一雄　様 兵庫県加古川市 10,000 
西川　　修　様 広島県東広島市 10,000 
竹内　宏一　様 兵庫県明石市 10,000 
笠谷　哲郎　様 岡山県岡山市 10,000 
小宮　博美　様 神奈川県横浜市 10,000 
久留浩一郎　様 大分県大分市 10,000 
野口　博史　様 山口県下関市 10,000 
東　陽一郎　様 鹿児島県鹿児島市 10,000 
上條　正勝　様 神奈川県横浜市 10,000 
佐々木　暁　様 岡山県倉敷市 10,000 

氏　　名 住　　　　所 入金額
西村　正治　様 東京都世田谷区 10,000 
石黒　明子　様 東京都世田谷区 10,000 
持田　尚海　様 東京都江東区 10,000 
押田　善育　様 東京都国立市 10,000 
西田　晴美　様 兵庫県高砂市 20,000 
大野　雅明　様 埼玉県川越市 10,000 
澤田　直道　様 愛知県名古屋市 10,000 
島田　昌建　様 奈良県生駒郡 30,000 
盛田　昭彦　様 大阪府枚方市 30,000 
中尾　圭吾　様 兵庫県神戸市 10,000 
鈴木　貴博　様 北海道中川郡 10,000 

若桜鉄道ミュージアム創出事業 2,949,500 
渓流魚の放流 450,000 
合併60周年記念講演会 304,700 
NHK 全国放送公開番組実施事業 1,105,135 
日本交通高速バスラッピング 1,232,700 

合　計 6,042,035
（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

ラッピングバス車両

渓流魚の放流

合併60周年記念講演会
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移
住
・
定
住
施
策
の

　取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す

　

本
町
で
は
、
移
住
・
定
住
を
お
考
え
に
な
っ
て
い
る

皆
さ
ま
の
受
入
体
制
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
人
口
の
増
加
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

都
会
か
ら
、
あ
る
い
は
町
外
か
ら
本
町
に
移
住
の
た

め
友
人
・
知
人
な
ど
が
新
た
な
居
住
先
を
探
し
て
お
ら

れ
る
と
き
や
、
空
き
家
を
貸
出
・
売
却
し
た
い
方
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
、
移
住
定
住
希
望
者
に
売
却
ま
た
は
賃

貸
す
る
こ
と
の
で
き
る
住
宅
を
登
録
す
る
『
空
き
家

バ
ン
ク
』
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
空
き
家
の
情
報
を
希
望

す
る
方
に
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
登
録

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
の
中
か
ら
、
町

が
無
償
で
お
借
り
し
、
必
要
最
低
限
の
修
繕
を
行
っ

た
う
え
で
、
移
住
定
住
希
望
者
に
貸
し
出
す
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
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）
２
２
３
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若桜町空き家活用奨励金

　本町の空き家情報に登録済みの物件につい
て移住定住希望者と売買または賃貸借契約を
結んだ当該物件所有者に対し、家財道具など
の撤去費用などの一部を助成します。

対象者：空き家所有者
補助額：10万円（1物件に付き1回に限る）
要　件：売買または賃貸借契約の相手と続柄

が 3 親等以内の間柄でない者　
　　　　など

若桜町移住者住宅新築等事業補助金

　本町に移住する目的で本町に住宅を新築、
または購入もしくは賃借し改修する者に対し
費用の一部を助成します。

対象者：移住希望者
補助額：対象費用の1／ 2以内（上限200万円）

ただし、土地、備品などの購入費及
び住宅の賃借料などは対象外。

要　件：本町に転入後、5年を越えて本町に
定住する者　など

若桜町空き家再生事業補助金

　本町内の自己所有物件を移住者に提供する
目的でリフォームする空き家所有者に対し費
用の一部を助成します。

対象者：空き家所有者
補助額：対象費用の1／2以内（上限200万円）

ただし、土地の整備や備品などの購
入費などは対象外。

要　件：改修事業について、町内施工業者に
発注する者　など

若桜町移住者受入促進奨励金

　本町に移住した者を積極的に受け入れよう
とする自治会などに対し事業費用の一部を助
成する。

対象者：移住者を受け入れる自治会など
補助額：５万円（受入１件につき1回に限る）
要　件：移住者の受入および溶け込み支援事

業を行うこと。

平成26年度自治会役員の皆さん
１年間お世話になります

集落名 自治会長 公民館長 婦人会長または
婦人部長 農業推進連絡員 保健委員

新 町 大 野　　 修 谷 口 剛 史 瀬 戸 珠 美 杤 本 恭 一 小 林 雅 子
山 田 町 金 井 孝 允 竹 本 雅 信 中 尾 伸 子 山 根　　 勝 大 石 文 子
上 町 中 尾 観 自 中 尾 正 二 太　田　満里子 湯 川 忠 文 矢 部 美 穂
中 町 多 田　　 悟 中 井 正 弘 西 浦 伸 子 熊 田 義 久 中　尾　ひとみ
下 町 猪　又　幸太郎 錫 木 茂 実 神　田　　　恵 中　井　　　泉 神　田　　　恵

西 町 岩 本　　 弘 谷 本 克 典 矢 部 泰 子 大 坪 光 義 川 戸 可 惠
岡 田 一 彌

農 人 町 田 村　　 裕 西 浦 義 孝 大久保　美　玲 門 村 貞 治 井 美 子
谷　口　美登里

三 倉 盛 田 　 修 中 尾 義 春 － 山　根　　　朗 盛 田 和 惠
上 高 野 杉 本 一 歳 矢 部 保 人 － 岡 田 正 實 矢 部 益 子
高 野 杉 本 孝 志 川 上 充 男 － 中 尾 繁 豊 中 村 道 廣
浅 井 淺 井 次 則 竹 内 秀 秋 澤　田　ちあき 淺　井　肥佐雄 津　村　やよい
若 葉 団 地 山 根 一 仁 梶 原　　 禎 － － 内 田 昌 幸
口 屋 堂 羅 伊井野　　　勲 松 浦 廣 司 伊井野　幸　恵 小 林 純 一 小 林 玲 子屋 堂 羅 伊井野　孝　一 伊井野　克　彦 伊井野　政　文
寺 所 山 本　　 博 山　本　　　博 － 茗 荷　　 威 荷 綾 子
馬 場 盛 本　　 實 岡 田 忠 彦 － 藤 原 博 文 藤 原 京 子
あかまつ団地 植 嶋 一 田 井 正 夫 － － 本 田 敏 崇
内 町 森 木 和 正 山 本 和 真 － 森 木 節 幸 山 本 荘 市
赤 松 中 島 正 人 大　坪　　　操 中　島　佐代子 大 杉　　 均 大 坪 福 子
来 見 野 大 石 義 範 大 石　　 正 大 石 公 子 大久保　民　雄 大 石 紀 子
諸 鹿 森 下 孝 夫 垣 谷 久 雄 － 垣 谷 正 義 大　石　都志子
香 田 淺 井 淳 二 小 林 正 樹 山 根 早 苗 山 根 政 雄 山 根 佳 子
長 砂 小　林　　　誠 小 林　　 誠 － 西 尾　　 潔 西　尾　富美子
湯 原 大 竹 俊 充 大 竹 俊 充 武 田 久 代 小 谷 清 明 岡 田 光 子
渕 見 山 本 兼 照 植 田 親 尚 － 植　嶋　美知子 中　村　加奈江
茗 荷 谷 藤 原 武 夫 藤 原 武 夫 － 西 谷 賢 治 藤 原　 武 夫

米 前 住 道 雄 山 根　　 順 森 岡 知 子 山 根 則 男 山 根 み ゆ き

大 炊 山 根 恭 一 山 根 詳 生 － 山 根 安 男 山根由久子(大炊)

山根　佳子(神直)

岸 野 森　本　　　榮 森 本 敏 幸 森 本 弥 生 岸 本 鐡 治 森 本 貞 子
糸 白 見 岡 本 和 廣 山 根 幹 博 前　田　かおる 岡 本 高 士 山　根　　　純
根 安 中 田 俊 男 中 尾　　 勝 山 本 延 子 中 村 勝 廣 岡 崎 栄 子

須 澄 中 田 正 美 谷 口 国 彦 谷 口 玲 子 杉 内 成 子
杉 内 敏 男 志 水 美 鈴

岩 屋 堂 川 口 善 行 大 谷 高 文 － 大 杉 宏 昭 釜 本 秀 子

吉 川 坂 本　　 等 清 水　　 選 中 嶋 裕 子 平 口 正 則 岡 田 美 穂
寺 西　　 満

栃 原 松 尾 和 行 山　本　勘四郎 永　原　みゆき 幸 本 年 永 坂 田 久 江
中 原 中 村 雅 夫 永 原　　 聡 永　原　みどり 谷 口 孝 昭 永 原 直 子
加 地 杉 本 長 利 細 川 清 美 細　川　由紀子 小 椋 幸 男 中 江 康 美

大 野 羽 淵 宏 則 西 本 正 敏 － 山岡久男（大野）
西本正俊（寺前）

福田　説彦（大野）
西山　博文（寺前）

小 船 木 嶋 廣 壽 米 谷 高 秋 － 清 水 孝 志 清 水 靖 子
落 折 平 家 浩 二 平 家 俊 則 － 平　家　　　保 平 家 義 浩

（敬称略）
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町営バス・日本交通高速バス
観光ＰＲラッピング車両をお披露目！

3月26日水 〉〉〉

チャレンジショップがオープン！
4月2日水 〉〉〉

どんどん泳ごう！
～春休み水泳教室ステップアップコース～

3月26日水～ 28日金 〉〉〉

　『春休みステップアップコース』と題した水泳教室を３日間

にわたってわかさ温水プールで開催しました。�

　この教室は若桜学園１年生から５年生まで１７名が参加し、

子どもたちは自分の泳ぐ力に合わせて３つのコースに分かれ、

レベルアップを目標に練習に取り組みました。�

　わかさ温水プール専門指導員の池本敏美さん、前田京子さ

んが子どもたちに熱心に指導し、子どもたちは自分が今まで

に習った事のない泳法に取り組んでみたり、長い距離を泳い

だりして新学期に向けての体力づくりやレベルアップを行い

ました。�

　町営バス・日本交通高速バス観光ＰＲラッピング車両お披

露目式を道の駅「桜ん坊」で開催しました。�

　町営バスは既存バスの老朽化に伴い新しいバスを購入した

もので、低床のため乗り降りしやすく室内も十分な広さを確

保している車両です。�

　また、日本交通高速バス観光ＰＲラッピング車両は、日

本交通株式会社が運行する鳥取－大阪間の長距離バスのボ

ディーに、わかさ氷ノ山と町の歴史文化を醸し出す町並みな

どの写真をプリントし、走る広告塔として関西方面に本町を

ＰＲすることを目的としています。�

　式典では両車両の安全な運行を祈念して、若桜学園生徒よ

り花束を贈呈しました。�

　若桜ブランドの新たな観光土産品を開発・製造・販売する

拠点として開設したチャレンジショップわかさに、４月から

「和
わ

宝
ほう

工
こう

房
ぼう

」がオープンしました。若桜町地域おこし協力隊と

して来られた三上宇恭さんは、島根県の専門学校で金工やデ

ザインを学ばれ、金工作家として活動を開始されます。シル

バーや真
しん

鍮
ちゅう

のアクセサリーなどを製作・販売されるほか、オー

ダーメードの受け付けなども行います。�

　チャレンジショップで半年間～１年間、若桜ブランドの製

造・販売をされた後、若桜町内で新たに店舗を開設するとと

もに、特産品のブランド化に力を注がれます。�

　多くの方のお越しをお待ちしています。�

お披露目されたラッピング車両

和宝工房オープン

背泳ぎのバタ足を教わる子どもたち

　平成２６年若桜町消防出初式が若桜町ふれあい広場屋内運

動場で開催されました。�

　式典では、辞令交付、表彰状・感謝状の贈呈をはじめ、氷ノ

山での遭難捜索活動の功績が認められた若桜町消防団への鳥取

県知事表彰の伝達、服装・車両点検が行われたほか、消防車での町

内防火パレード、旧森林組合前の土手で粉雪の舞うなかでの一斉放

水など、関係者一同がこの１年火災のないことを願いました。�

　永年にわたり消防活動にご尽力いただきました皆さま、新しく消

防団に入団されました団員の皆さま、各受章者は次のとおりです。

� （敬称略）

4月6日日 〉〉〉

火災のない町づくりを
～若桜町消防出初式～

旧森林組合前での一斉放水

退団者
　本部　　　　副 団 長　　宮本　聖也
　第２分団　　団　　員　　本城　公平
　第３分団　　分 団 長　　福山　　薫
　　　　　　　団　　員　　中村　　聡
　第４分団　　副 団 長　　小林　貴之
入団者
　第２分団　　団　　員　　田村　　靖
　第３分団　　　 〃 　　　志水　栄介
　　　　　　　　 〃 　　　尾坂　明紀
　第４分団　　　 〃 　　　津川　尚貴
　　　　　　　　 〃 　　　林　　辰彦
昇任
　本部　　　　副 団 長　　谷本　　剛
　第３分団　　分 団 長　　中田　正美
　　　　　　　副分団長　　柿ヶ原良則
　　　　　　　消火班長　　杉田　健作
　第４分団　　分 団 長　　盛田　裕之
　　　　　　　副分団長　　中島　毅彦
　　　　　　　消火班長　　岩見　　聡

鳥取県消防団活性化推進表彰
　緊急時対応表彰　　　　　若桜町消防団
感謝状　　　　　　　　　　宮本　聖也
　　　　　　　　　　　　　福山　　薫
　　　　　　　　　　　　　小林　貴之
町長表彰　勤続章（10 年）
　第１分団　　　　　　　　山根　典明
　第４分団　　　　　　　　杉本　哲也
鳥取県東部地区消防協会長表彰　勤続章（15年以上）
　第３分団　　　　　　　　柿ヶ原良則
　第４分団　　　　　　　　中嶋　　功
鳥取県東部地区消防協会長表彰　功労章（17年以上）
　第４分団　　　　　　　　盛田　裕之
鳥取県消防協会長表彰　勤続章（20年以上）
　第１分団　　　　　　　　岩見　　勉

　（一財）鳥取県交通安全協会郡家地区協会と郡家地区安全運転

運行管理者協議会、郡家警察署が合同で各世帯に対して反射材

配布活動を行い、交通安全を呼びかけました。�

　今回は若桜駅前周辺の世帯（７６世帯）を１軒ずつ訪問し、反射

材の使用法と効果について説明し、配布しました。�

　夜間に外出する際は、反射材を着用するようにしましょう！

　古紙回収優良自治会を若桜町公民館で開催された自

治会長会で表彰し、報奨金をお渡ししました。�

　今年度もごみの減量化を推進するため、古紙回収に

ご協力をお願いします。�

4月11日金 〉〉〉

夜間の外出時には反射材の着用を！！
～反射材配布活動～

4月19日土 〉〉〉

平成25年度資源ごみ回収優良自治会を表彰

反射材を配布する参加者

	順位 集落名 年間回収実績 １世帯あたりの
回収量

１ 湯原 ２，８０７㎏ １６５．１㎏
２ 山田町 ８，９４４㎏ １４６．６㎏
３ 中原 ３，２０７㎏ １４５．８㎏
４ 上町 ８，２０３㎏ １４１．４㎏
５ 下町 ８，６３２㎏ １２５．１㎏
６ 香田 ２，１８１㎏ １２１．２㎏
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課長級

新 旧 氏　名

企画財政課課長（兼）若桜鉄道運行対策副室長 企画財政課課長（兼）企画交通係長（兼）若桜鉄道
運行対策副室長 新川　哲也

税務課長 総務課課長補佐（兼）総務行政係長 谷口　国彦
産業観光課課長（兼）商工観光係長（併）農業委員
会事務局長 産業観光課課長（併）農業委員会事務局長 坂口　光洋

産業観光課参事（兼）林業振興室長 鳥取県（派遣） 山中　　泉
教育委員会事務局次長（兼）生涯学習係長（兼）
人権同和政策室長（兼）学校給食センター所長

教育委員会事務局次長（兼）人権同和政策室長（兼）
学校給食センター所長 山口由企夫

課長補佐級

総務課課長補佐（兼）総務行政係長 町民福祉課町民サービス係長 小林　貴之

企画財政課課長補佐（兼）企画交通係長 企画財政課課長補佐（兼）財政係長 谷本　　剛

産業観光課課長補佐（兼）氷ノ山グリーンエコリゾート推進係長 鳥取県（派遣） 井嶋　泰雄
教育委員会事務局次長補佐（兼）指導主事（兼）
総務学校教育係長 鳥取県（派遣） 岡崎　浩一

学校給食センター現業主幹 学校給食センター現業副主幹 西山真喜子

係長級

総務課係長（鳥取県へ派遣） 教育委員会事務局総務学校教育係長 畷　　友美

企画財政課財政係長 企画財政課主任 木地谷　諭

税務課賦課徴収係長 税務課主任 岩見　　聡

町民福祉課町民サービス係長 産業観光課商工観光係長 矢部　広一

町土整備課副主幹 町土整備課主任 山本　賢一

主任級

総務課主任 総務課主事 青木　友美

町民福祉課主任 学校給食センター主任 中嶋　　功

保健センター・包括支援センター主任 町民福祉課主任 車井　育子

農業委員会事務局主任（兼）林業振興室主任 町土整備課主任 君野　哲章

教育委員会事務局主任 出納室主任 君野久美子

主事級

出納室主事 産業観光課主事 山根　詳生

総務課主事（鳥取県へ派遣） 町民福祉課主事 三島　達矢

町土整備課主事 産業観光課主事 杉本　哲也

町民福祉課主事（新規採用） 竹内　祥浩

包括支援センター社会福祉士（新規採用） 尾坂　明紀

産業観光課主事（新規採用） 川戸　孝彰

その他（県への復帰）
鳥取県中部総合事務所農林局普及主幹 産業観光課参事（兼）林業振興室長 田村　裕之

鳥取県東部県税事務所係長 税務課課長補佐（兼）賦課徴収係長 三上　貞昭

若桜学園中学校教頭 教育委員会事務局参事（兼）指導主事（兼）生涯学習係長 中尾　善登

退職（平成26年３月31日付け）

教育委員会事務局主幹 坂口さとみ

若桜町役場　職員人事異動
若桜町役場での平成26年４月１日付人事異動を報告します。

新
任
職
員
を

　
　
　

紹
介
し
ま
す

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
配

属
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
機
関

で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
笑
顔
と
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今
一
度
、
し
っ
か
り
と
子
ど
も
と
向
き

合
え
て
い
る
か
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

◎
子
ど
も
の
話
に
耳
を
傾
け
る
時
間
が

短
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
自

尊
感
情
や
自
立
心
を
養
い
ま
す
。

　

◎
大
人
の
ペ
ー
ス
に
子
ど
も
を
巻
き
込

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
な
ど
、

生
活
リ
ズ
ム
が
大
切
で
す
。

竹内　祥浩

（主事）

川戸　孝彰

（主事）

尾坂　明紀

（社会福祉士）

　

町
民
福
祉
課
へ
の
配
属
と
な

り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
た
て
る
よ
う
に
、
日
々

業
務
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
笑
顔
を
た
や
さ
ず
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

産
業
観
光
課
へ
の
配
属
と
な

り
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
ば

か
り
で
す
が
日
々
勉
強
し
、
若

桜
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
は
、
家
庭
で
の
教
育
が
と
て
も
大
切
で

す
。

　

家
庭
教
育
の
基
礎
は
、
子
ど
も
と
し
っ

か
り
と
向
き
合
う
こ
と
で
す
。

�手をとめて話を聞こう�

・子どもの顔を見ながら話を聞きましょう

・家族一緒に食事をしましょう

・家族の一員としてお手伝いをさせましょう

�しっかりほめてしかろう�

・良いことはほめ、悪いことはしかりましょう

・家庭のルールを話し合い、子どもとともにルール

を守りましょう

・子どもの手本となる親になりましょう

�早寝早起きでリズムを作ろう�

・早寝　早起き　朝ごはんを実践しましょう

・昼間は外遊びで、体を動かす楽しさを伝えましょう

・テレビやゲームは家庭でのルールを決めてさせま

しょう

　
�親子で読書を楽しもう�

・親子で本とふれあう時間を作りましょう

・親子で読書を通じて「学んだこと」を家庭の話題

にしましょう

　　
�様々な体験をさせよう�

・様々な年代の子どもとふれあう機会を作りましょう

・地域の行事に参加させましょう

・自然の中には、学びがたくさん。自然にふれあう

機会を作りましょう

子
ど
も
と
向
き
合
う
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〔参考　鳥取県教育委員会「子どもと向き合う５つのポイント」より〕
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　2013年速報値として、新たに
全国で1,546名、鳥取県で３名
の感染者及びエイズ患者が報
告されました。

��●定例検査及び臨時検査では、以下の検査を実施します。

①�ＨＩＶ検査�（迅速検査�または�通常検査）�：�無料・匿名

②�性感染症検査（梅毒・クラミジア）�：�無料・匿名

③�肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）�：�無料

④�風疹検査�：�一部有料

保健所は、無料・匿名で エイズ検査をしています
（性感染症・肝炎・風疹検査も併せて実施）

☎
お問い合わせ

鳥取県東部福祉保健事務所 （鳥取保健所）
健康支援課　医薬・疾病対策担当

０８５７（２２）５６９４

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

く
ら
し

く
ら
し
の
悩
み
解
決
相
談
所

点検商法

「無料で屋根や床下

を点検します」とやってきた業者が

「このままでは大変なことになる！」

と不安をあおり、高額な屋根工事や

床下除湿シートを勧めます。

買え買え詐欺

「Ａ社のパンフレッ

トが届いていませんか？」とＢ社か

ら電話があった後、Ａ社から社債購

入のパンフレットが届きます。Ｂ社

が「パンフレットが届いたあなたし

か購入できない。お礼をするので代

わりにＡ社の社債を購入して欲しい」

と持ちかけます。

ワンクリック請求

インターネットのア

ダルトサイトなどで、１回クリック

すると即座に「ご登録ありがとうご

ざいました」などの文字が表示され、

料金の支払いを求められます。

点検商法

「無料で屋根や床下
【相談事例１】

買え買え詐欺

「Ａ社のパンフレッ
【相談事例２】

ワンクリック請求

インターネットのア
【相談事例３】

　近年、高齢者の消費者被害の相談

件数が増加しています。また、これ

まで被害にあった高齢者が再び狙わ

れて被害にあう「二次被害」も増え

ています。

　被害にあうリスクの高い高齢者や

障がい者の方を、地域で連携し見守る

体制をすすめていく必要があります。

　消費生活相談窓口では、専門の資

格を持つ相談員が、相談をお受けし

ます。

【消費生活出前講座】
　公民館での催し、婦人会、趣味の

同好会などの集まりに、専門知識を

持った講師を無料で派遣します。「最

近の悪質商法」、「クーリング・オフ

制度」を、寸劇や歌を交えながら楽

しく学ぶことができます。希望があ

りましたらいつでもご相談ください。

つながろう消費者
～安全・安心なくらしのために～

５月は消費者月間です

出前講座での寸劇

　※第２回と第３回の間に、施設見学を計画します
【申込期限】５月30日（金）
【参加費用】無　料
【そ の 他】講座終了後、「ベストフレンド」会員として、地域住宅当事者への支援活動を行っていただ

く予定です。
【お申し込み・お問い合わせ】保健センター　☎(82)2214　IP☎9(82)2214

【開催日・講座内容】
回数 日　　時 主 な 内 容 会　　場

1 ６月７日 ( 土 )
13時30分～ 16時

・開講式
・活動報告「ベストフレンド」
・講義「精神障がいの正しい理解」
・質疑

さざんか会館
( 鳥取市富安 2-104-2)

2 ６月26日(木)
13時30分～ 16時

・地域在宅当事者、家族の体験発表
・意見交換

3 ７月17日(木)
13時30分～ 16時

・地域在宅当事者の日常について
・講義「社会資源について」
・意見交換
・閉講式

4 ７月26日(土)
14時～ 15時30分 ・交流会「当事者の方との交流会」

　東部圏域在住者で組織する「ベストフレンド」は、精神障がい者の福祉向上に向けて、当事者・家族・
関係機関・団体と連携して活動することを目的に、現在24名の会員で様々な活動をしています。当会で
は、在宅当事者の支援活動・研修・勉強会、その他目的達成のために必要な事業活動を行っていき、精
神障がいに対する知識と理解を深め、精神障がい者のよき理解者が多くなるように「地域移行サポーター
養成講座」を開催します。精神保健福祉に関心のある方は、ぜひご参加ください。

精神障がい者を支援するための
「地域移行サポーター養成講座」受講者募集！

【５月の消費生活相談】
【と　き】５月13日（火）・20日（火）・27日（火）
　　　　９時～ 16時
【ところ】地域福祉センター		ドリーミー

☎(71)0822		ＩＰ☎９(71)0822

【５月の法律相談】
【と　き】５月13日（火）13時30分～ 16時
　　　		 ＊要予約

【ところ】地域福祉センター		ドリーミー
☎(82)0254		ＩＰ☎９(82)0254
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農
地
転
用
に
つ
い
て

☎
お問い合わせ

農業委員会事務局
（82）２２３９

産業観光課
ＩＰ９（82）２２３８

４月10日に農業委員会を開催しました。
審議事項

　・非農地証明　　　　７件
　・利用権設定　　　　16件

転用のケース 申請者

農家が自分の所有する農地を
転用する場合
（農地法４条）

農地の所有者

事業者などが農地を買ったり
借りたりして転用する場合
（農地法５条）

売り主と買い主
（土地所有者と転用
事業者）

　

農
地
を
、
権
利
移
転
及
び

用
途
変
更
（
転
用
）
す
る
場

合
は
、
農
地
法
の
規
定
に
基

づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。

　

農
地
転
用
の
手
続
き
に
は
、

次
の
2
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

　

各
許
可
な
ど
の
申
請
の
締

め
切
り
は
毎
月
25
日
で
、
翌

月
の
10
日
前
後
に
開
催
さ
れ

る
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

平成26年度　春の農作業安全月間を実施中！
　春の農繁期を迎え、トラクターなどの農業機械を使っての農作業を行う機会が多くな
りました。近年、農作業中の事故が多発する傾向にあります。
　鳥取県農作業安全協議会・農機具盗難防止協議会では、４月１日から５月31日までを
『春の農作業安全運動期間』として啓発などを展開しています。

部　門 所　属 氏　名 事　由

スポーツ賞
（個人） バレーボール部 中田　雅子 第27回全国家庭婦人バレーボールいそじ大会

鳥取県大会優勝

スポーツ奨励賞
（個人） 若桜学園 森岡　　岳

鳥取県中学校総合体育大会（スキー競技）
クロスカントリー中学男子　５㎞クラシカルの部　第６位
５㎞フリーの部　第６位　全国大会出場

スポーツ賞
（団体）

若桜学園
スキー部

森岡　　岳

鳥取県中学校総合体育大会　（スキー競技）
クロスカントリー　リレー男子　優勝

山本　創稀
杤本　直毅
大橋宗一郎

若桜学園
女子バレー
ボール部

中島　光咲

鳥取県中学校総合体育大会
（バレーボール競技）優勝

山野　璃子
岡崎　礼奈
西垣　風香
山本有希乃
小林　李帆
山本　和実

平成２５年度 若桜町体育協会表彰
平成25年度若桜町体育協会表彰式を４月19日に若桜町公民館で行いました。
県大会以上の大会で優秀な成績を収められた個人２名・団体２チームの総勢13名が
受賞されました。
� （敬称略）※氏名・団体名は順不同

ご入学おめでとうございます！
～若桜学園入学式～

これからの学校生活にわくわく！

　開校３年目を迎えた若桜学園の入学式が４月９日
（水）さくらホールで行われました。満開の桜と真っ
青な青空に祝福され、１年生14名が保護者に手を引
かれながら学園の門をくぐりました。	
　入学式では、吹奏楽部の演奏と温かい拍手に迎え
られ、前期ブロックの最高学年となる４年生と手を
つないで入場しました。新入生は、名前を呼ばれる

と一人ずつ、しっかりとした返事をし、若桜学園に
入学した喜びとともに、これからの学校生活への期
待が感じられました。	
　入学式を終え、今年度の若桜学園の全校児童生徒
は、昨年より18名減り、171名となりましたが、若
桜の｢宝｣である子どもたちを地域全体で支えていき
ましょう。	
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町
長

　
小
林  

昌
司

あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
や
地
域
、

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
子
育
て

を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

は
、
相
互
扶
助
の
観
点
か
ら
制

度
が
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
万
が
一
医
療
機
関
に
お

世
話
に
な
れ
ば
保
険
制
度
の
あ

り
が
た
み
が
よ
く
分
か
る
と
皆

さ
ま
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

納
税
組
合
長
会
で
は
、
固
定

資
産
税
の
納
期
が
４
月
末
で
あ

り
、
日
程
的
に
厳
し
い
の
で
検

討
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

り
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

若
桜
鉄
道
の
協
力
会
で
は
、

最
近
沿
線
の
人
口
が
減
少
し
て

お
り
、
こ
こ
２
年
赤
字
が
続
い

て
お
り
ま
す
。皆
さ
ん
が
ぜ
ひ
、

も
う
一
度
あ
の
開
業
の
と
き
の

熱
い
思
い
を
思
い
出
し
て
、
利

用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

各
集
落
の
皆
さ
ん
、
今
年
一

年
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
る
の
か
、
国
民
健
康
保
険
制

度
を
変
え
て
医
療
機
関
に
掛
か

ら
な
い
人
は
保
険
税
を
安
く
し

て
は
、
氷
ノ
山
に
桜
を
植
樹
し

て
は
、
氷
太
く
ん
の
職
員
の
応

対
が
悪
い
、
農
地
が
荒
れ
て
お

り
将
来
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、

厳
し
い
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
も
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
、

若
者
の
住
宅
建
築
、
工
場
の
誘

致
、
移
住
定
住
の
促
進
、
商
工

会
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、

林
業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
拡
大

な
ど
に
頑
張
っ
て
い
る
お
話
し

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
は
、
若
桜
町
だ
け
行
政
の
姿

勢
が
悪
い
と
い
う
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
全
体
、
鳥
取

県
で
も
少
子
高
齢
化
の
波
は
、

津
波
の
よ
う
に
早
く
押
し
寄
せ

て
く
る
社
会
的
な
背
景
が
あ
る

わ
け
で
す
。
そ
の
こ
と
を
町
民

の
皆
さ
ま
が
理
解
し
な
が
ら
、

若
桜
町
に
は
ど
の
施
策
が
で
き

る
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

特
に
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
も
う
親
だ
け
の
問
題
で
は

若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学
で

「
若
桜
町
飛
躍
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
８
策
」を
説
明

　

今
年
度
、
若
桜
氷
ノ
山
寿
大

学
の
開
講
式
は
、
去
る
４
月
17

日
若
桜
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
級
長
に
は
、
加
地
の

平
田
雅
人
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

毎
年
、
開
講
式
で
は
町
長
の

講
演
と
い
う
こ
と
で
、
約
１
時

間
40
分
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
、
学
級
生
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
88
名

で
、
開
講
式
の
参
加
者
は
50
名

で
し
た
。
学
級
生
の
皆
さ
ま
方

の
元
気
な
お
顔
を
拝
見
し
て
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

講
演
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
ま

ず
２
期
目
４
年
間
の
成
果
を
お

話
し
し
、
そ
れ
に
よ
る
今
後
の

課
題
と
し
て

①
人
口
の
減
少
を
ど
の
よ
う
に

防
ぐ
か

②
町
土
の
95
％
の
森
林
や
農
地

を
ど
う
し
て
守
っ
て
い
く
か

③
元
気
な
高
齢
者
を
ど
う
し
て

つ
く
っ
て
い
く
か

を
お
話
し
し
て
、「
若
桜
町
飛

躍
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
８
策
」の

町
づ
く
り
を
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
８
策

は
、
私
の
選
挙
公
約
を
８
項
目

に
し
て
示
し
た
も
の
で
、
幕
末

期
に
坂
本
竜
馬
が
ま
と
め
た

８
ヶ
条
の
国
家
構
想「
船
中
８

策
」を
真
似
て「
若
桜
町
飛
躍
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
８
策
」と
し
て

町
づ
く
り
の
方
針
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
こ
の
８
策
を
寿
大
学

の
皆
さ
ん
に
は
し
っ
か
り
聞
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
も
、こ
の
４
年
間
、

一
生
懸
命
に
町
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

若桜町飛躍のマニフェスト８策について
講演する小林町長

今
年
度
の
自
治
会
長
会

な
ど
を
開
催

　

今
年
度
の
自
治
会
長
会
は
、

去
る
４
月
19
日
に
若
桜
町
公
民

館
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
一

日
で
全
部
行
お
う
と
、
若
桜
鉄

道
協
力
会
の
総
会
、
納
税
組
合

長
会
、
公
民
館
長
会
、
体
育
協

会
評
議
員
会
の
総
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

各
役
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
今

年
一
年
間
集
落
の
仕
事
や
町
の

仕
事
を
支
援
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

自
治
会
長
会
で
は
、
人
口
の

減
少
対
策
を
町
は
ど
う
考
え
て

　

今月の言葉　昔から　正義の鬼が　住む若桜

ふれあい交流センターだより

であい・ふれあい・つながりあい
花 み ず き

　４月・・・開校式（本年度事業の打ち合わせ）　
　５月・・・現地研修会（県外研修）
　６月・・・笹巻きづくり　
　７月・・・笑って健康
　８月・・・三世代交流会（そうめん流し）　　　
　９月・・・高齢者の講演会
１０月・・・軽い運動
１１月・・・町内交流（グラウンドゴルフ大会）
１２月・・・にこにこ健康体操
　１月・・・なつかしい伝統料理教室
　２月・・・健康料理教室（食生活改善推進員と合同）
　３月・・・閉校式（反省）

＊書道教室
　・５月～ 10月まで10回

＊手芸教室
　・５月～ 10月まで６回

＊交流事業
　・若桜、八頭、岩美一泊キャンプ（７月）　　
　・若桜、八頭、岩美フィールドワーク（８月）
　・若桜、八頭、岩美氷ノ山スキー教室（２月）
　・氷ノ山デイキャンプ、バーベキュー（８月）

＊人権啓発事業
　・部落解放ふれあいまつり
　・スタディツアー大阪・コリアタウン（８月）

☆ 平成26年度ふれあい交流センター行事予定 ☆
＊健康づくり・人づくり

　４月・・・読み聞かせ
　５月・・・外で遊ぼう
　６月・・・笹巻きづくり
　７月・・・読み聞かせ
　８月・・・そうめん流し（三世代交流）
　９月・・・読み聞かせ
１０月・・・作品作り　２回（わかさこども園と合同）
１１月・・・読み聞かせ
１２月・・・クリスマス会（保育所と合同）
　１月・・・とんどさん（地元の消防団と合同）
　２月・・・読み聞かせ

＊読み聞かせ教室

ふれあい交流センターのおもな事業

○開館時間及び閉館時間
　月曜日～金曜日　８時30分～ 17時15分

○相談事業
　住民に対し、生活上の各種相談、人権に関
する相談などに応じ、関係機関と連携を密
にして適切な助言を行うとともに、関係機
関への紹介、連絡などを行っています。

　その他の主な事業は下記の通りです。

○啓発・広報事業　○地域福祉事業

○地域交流事業　　○デイサービス事業

平成26年５月17
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日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 2 3 4 5 6 7

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28

25 26 27 28 29 30 31 29 30

5月 ６月

ほんのひろば カレンダー
おはなし会など

*乳幼児対象おはなし会

5月2222日(木) 10時30分から
（読み聞かせグループ「もこもこ」）

*脳を元気にしよう「音読教室」

5月16日(金) 14時から
（情報館職員）

場所：情報館会議室

どなたでも参加いただけます。

お気軽においでください。

2014.5 No.116

【貸出冊数と期間】 1人５冊まで、２週間

【開館時間】 １０時～１８時

【休館日 】 毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日・年末年始

どなたでも利用料金は無料です

わかさ生涯学習情報館
℡ 0858(82)6860

IP 9(82)6860

FAX 0858(82)6861

※第１～第４火曜日「本の巡回便ムーブック」運行

場所：情報館プレイルーム

ほんのひろば正面入り口の展示ケースに、小椋順子氏のクラフト

作品を展示しています。和紙や木の実を使った人形やリースなど、

可愛らしく細やかな作品を多数展示しています。ぜひご覧ください。

こどもの読書週間
4月23日～5月12日

４月２３日から５月１２日まで、こどもの読書週間です。今年の

標語は「いつもいっしょ、本といっしょ」です。

【こどもの読書週間イベント】

期間中本を借りてくれたこども（９年生以下）に特製しおりをプ

レゼントしています。ぜひ情報館へ足を運んでみてください！

【関連展示】

１０４歳で亡くなった詩人まどみちお氏の本を展示しています。童謡「ぞうさん」や「やぎさんゆうび

ん」の作詞など、優しくおおらかな作品を数多く残しています。関連本を多数展示していますので、ぜ

ひご覧ください。

≪文学≫ ≪その他≫

・不祥事 池井戸　潤 ・脂肪燃焼！ジンジャースープ 庄司　いずみ

・相も変わらずきりきり舞い 諸田　玲子 ・十勝千年の森の庭仕事 新谷　みどり

・長女たち 篠田　節子 ・大人のための LINE トリセツ。 宝島社

・山桜記 葉室　麟 ・地震と独身 酒井　順子

・約束の海 山崎　豊子 ・愛犬の病気百科 愛犬の友編集部

・代理処罰 嶋中　潤 ・春夏秋冬ハイキング 山と渓谷社

・美雪晴れ 高田　郁 ・ＰＭ 2.5「越境汚染」 沈才　彬

・立身いたしたく候 梶　よう子 ・絵本があればだいじょうぶ！ 浜島　代志子

・神様の休日 岡本　貴也 ≪ヤングアダルト≫

・殺しのバンカーショット 西村　京太郎 ・太平記 石崎　洋司

・札幌アンダーソング 小路　幸也 ・新・どの本よもうかな？ 金の星社

・峠道 上田　秀人 ≪児童書≫

・連写 今野　敏 ・七つの願いごと 小林　深雪

・ぼくの守る星 神田　茜 ・ひそひそ森の妖怪 富安　陽子

・まいない節 山本　一力 ・ビブリオバトルを楽しもう 粕谷　亮美

・京都・大和大路殺人事件 梓　林太郎 ・食中毒 伊藤　武

・カレイドスコープの箱庭 海堂　尊 ≪絵本≫

・五家狩り 佐伯　泰英 ・こわいドン 武田　美穂

・いつまでも男と女 渡辺　淳一 ・雪のおしろへいったウッレ エルサ　ベスコフ

・ホップステップホーム！ 玉岡　かおる ・どこまでゆくの？ 五味　太郎

・アンソロジーおやつ 阿川　佐和子 ・おたまじゃくしのしょうがっこう かこ　さとし

・超入門古事記 山田　永 ≪郷土≫

・大人の流儀　４ 伊集院　静 ・因伯の肖像 池本　喜巳

・決意とリボン 林　真理子 ・倉吉・東伯の昭和 樹林舎

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください�
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みんなで水中ウォーキング

シルバー水中ウォーキング

からだにいいヨガ教室

キッズ　水泳教室

上記４教室、会員様の

追加募集を

行っております。

４月７日に君野正典さんが来館回数2000回、
藤原進さんが500回を達成されました！
～感謝状と記念品を贈呈しました～

水泳教室の募集について

泳いだ通算距離が、3100
キロを超えました。体重は
減少し体調も絶好調です。
日頃気になっているのは、町内のプー
ル利用者が増えない事です。水泳は
言うに及ばず、水中ウォーキングの
ダイエット効果は科学的に証明され
ています。立派なプールがあるのに
これを利用しない手はないでしょう。
町民の皆さまにお勧めする所です。

74歳の私ですが、
長年苦しんでいた
肩こり、腰痛、肥
満に悩んでいまし
たがプールに行くようになっ
てからいつのまにか体重も減
り今では元気に過ごしていま
す。これからも転ばぬ先の杖
としてわかさ温水プールに行
こうと思っています。

君野正典さんの
コメント

藤原進さんの
コメント

毎月第３金曜日に「脳を元気にしよう音読教室」を開催していま

す。昔話などをみんなで声に出して読み、脳を元気にする会です。

どなたでも気軽に参加いただけます。参加希望の方はぜひ情報館

へご連絡ください。



平成26年５月21 平成26年５月 20

郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川　

柳　

（
さ
く
ら
吟
社
）

寄
り
添
え
ば
潮
お
だ
や
か
に
満
ち
て
く

る	

車
井　

信
恵

生
き
て
い
る
証
し
が
っ
ち
り
飯
を
食
う

車
井　

信
恵

ふ
き
の
と
う
天
麩
羅
に
し
て
春
を
食
べ

門
村　

千
代

皮
下
脂
肪
が
っ
ち
り
溜
め
て
動
け
な
い

門
村　

千
代

春
め
い
て
急
に
セ
カ
セ
カ
さ
せ
る
日
々

	

中
田　

房
江

雑
魚
だ
っ
て
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
生
き
の

び
る	

中
田　

房
江

安
倍
総
理
が
っ
ち
り
日
本
建
て
直
せ

茗
荷　

き
み

春
が
好
き
梅
に
さ
く
ら
に
ウ
グ
イ
ス
に

茗
荷　

き
み

色
気
よ
り
食
い
気
で
も
っ
て
い
る
体　

	

山
本　

延
子

ス
キ
ッ
プ
が
聞
え
て
き
そ
う
春
の
靴　

山
本　

延
子

乗
る
人
が
も
う
誰
も
来
ぬ
縄
電
車　
　

　
　

永
原　

昌
鼓

出
発
の
春
だ
軽
め
の
靴
を
は
く　
　
　

永
原　

昌
鼓

恐
い
も
の
嫁
さ
ん
地
震
火
事
で
あ
る　

谷
口　

史
子

小
銭
で
も
が
っ
ち
り
貯
め
て
楽
隠
居　

谷
口　

史
子

青
空
を
ピ
ン
ク
に
染
め
て
桜
咲
く

　

土
岐　

昌
子

が
っ
ち
り
と
行
か
ぬ
こ
の
世
の
浮
き
沈

み	

土
岐　

昌
子

大
笑
い
し
て
幸
運
を
呼
ん
で
い
る

倉
益　

一
瑤

貧
乏
神
は
先
代
か
ら
の
付
き
合
い
だ

両
川　

洋
々

減
反
に
案
山
子
が
駅
で
ア
ル
バ
イ
ト

山
本　

欣
和

被
災
地
よ
ホ
ン
ト
の
春
は
い
つ
に
な
る

	

川
上　
　

巧

春
が
き
て
鹿
と
私
の
知
恵
く
ら
べ

盛
田　

康
秋

が
っ
ち
り
と
貯
め
て
涼
し
い
顔
を
す
る

	

竹
口　

清
信

雪
除
け
て
春
の
匂
い
を
嗅
い
で
み
る

岡
崎　

彰
夫

わ
た
く
し
と
こ
の
世
を
つ
な
ぐ
花
吹
雪

	

藤
原　

鬼
桜

俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

夕
東
風
を
舳
先
揃
へ
て
出
港
す山本　

小
品

歩
を
延
ば
し
憩
ふ
道
辺
の
ふ
き
の
と
う

田
島　

富
子

落
款
を
添
へ
て
春
日
の
や
は
ら
か
し

谷
口　

裕
子

山
峡
の
春
ま
だ
浅
し
米
を
研
ぐ盛田　

紘
子

し
っ
と
り
と
雨
に
椿
の
咲
き
初
む
る

竹
本　

光
子

ほ
っ
こ
り
と
明
る
さ
集
む
雛
の
部
屋

山
根　

里
江

お
洒
落
し
て
弥
生
の
夕
べ
の
音
楽
会

	

茗
荷　

恵
子

　平成25年度の閉講式が３月20日（木）に行
われました。
　学級生は君野和枝さんに「老人大学のうた」
の指導をしていただき、ピアノの伴奏にあわせ
て童謡、歌謡曲を大きな声で合唱しました。今
年は受講生にマイクを手渡しカラオケ気分で
歌ってもらいました。
　また、わかさ読み聞かせグループ「もこもこ」
のメンバーによる「花咲き山」のブラックライ
ト紙芝居と「かたあしだちょうのエルフ」の大
型絵本の読み聞かせをしていただきました。
　情緒ある読み聞かせに学級生は、固唾をのん
で聞き入っていました。
　そのあと、本年度の皆勤者３名の方に賞状が
手渡されました。

繊細な刃先に魂をこめて
～切り絵体験会～

　３月23日（日）、オズガーデンの小山由香さんを講師
にお迎えして寄せ植え講習会を開催しました。
　はじめに、オズガーデンが手がけられた数々の庭園
や、昨年鳥取市で開催された「全国都市緑化フェ
ア」で会場の整備に関わられたときの様子を映
像で紹介されました。
　講師から寄せ植えには「土」が重要性であ

ゴージャスな寄せ植えにご満悦
～寄せ植え講習会～

「もこもこ」による大型絵本の読み聞かせ

講師にコツを教わる受講生

コツを教わる受講生 切り絵最高～！

歌と読み聞かせで
講座をしめくくる
～若桜氷ノ山寿大学～　切り絵体験会を４月12日（土）に行いました。

講師は、池田分館長の小林玲子さんです。
　受講生10名全員が切り絵を初体験。切り取るコ
ツを教わった後、練習用の切り絵を体験しました
が、受講生からは「すごい力がいる」「緊張する～」
「息を止めてせないけん」などあちらこちらから
感想が飛びかいました。

ることや植え付けのコツを教わりながら受講生はゴー
ジャスな寄せ植えを完成させました。
　当日参加できなくなった３名の寄せ植えも完成さ
せ、一足早く公民館に春が訪れました。

　ナイフの刃先は繊細で折れやすく、受講生は精
神を統一しながら絵柄の線に沿って丁寧に刃先を
すべらしました。力の入れ加減などコツをつかん
だ受講生は、悪戦苦闘しながらも全員がリンゴの
切り絵を完成させました。
　初体験の感想を聞くと「切り絵最高～！」と語
る受講生の方々でした。

平成25年度皆勤者

岡田美佐子さん（西町）
山根　優枝さん（香田）
森本　幸子さん（岸野）

ピアノの伴奏にあわせて歌う受講生


